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 この印刷物は、グリーン購入法に基づく基本方針における「印刷」に係る判断の基準に

したがい、印刷用の紙へのリサイクルに適した材料〔Ａランク〕のみを用いて作製してい

ます。 



 
 

はじめに 

 

 平成 20 年３月 25 日に閣議決定された第２次循環型社会形成推進基本計画においては、

地域の特性や循環資源の性質に応じて最適な規模の資源循環を形成することが重要とされ

ている。 

 関東地方環境事務所では、この基本的な考え方に基づき、これまでに関東管内における

地域循環圏構築に関係する社会条件・地域特性等の情報整理を行い、また、地域循環圏の

構築に向けた新たな取組の余地があると考えられる複数の循環資源を取り上げ、状況整理

や取組の評価手法の検討等を行ってきたところである。 

 本業務は、平成 23 年度までの調査結果を基に、関東圏域等における新たな地域循環圏構

築に向けた取組の推進手法を検討するとともに、使用済小型電子機器等の再資源化の促進

に関する法律（平成 24 年法律第 57 号）の今後の施行（平成 25 年４月見込み）を見据えつ

つ、関東管内における地域循環圏構築推進に係る地域計画策定に向けた検討を行うことを

目的とした。 

 本報告書は、上述の実施目的を踏まえ、関東管内における地域循環圏構築推進に係る地

域計画策定に向けた検討のプロセスをとりまとめたものである。 

 第１章では、平成 23 年度に整理した関東管内の自治体における地域循環圏構築推進に係

る計画策定状況を踏まえ、平成 24 年度の新たな動きについて取りまとめた。 

 第２章では、関東圏域で小型家電リサイクルに取り組む先進的自治体の事例として、千

葉県野田市、神奈川県相模原市、静岡県浜松市を取り上げ、取組状況や洗い出された課題

等について整理した。 

 第３章、第４章では、小型家電リサイクルに関連する各種情報を網羅的に整理した。第

３章では、使用済小型電子機器等の再資源化の促進に関する法律（平成 24 年法律第 57 号）

の対象品目となる小型家電品目毎に、１年間の排出量や回収が見込まれる有用金属の種

類・含有量、生活環境保全上留意が必要な有害金属の種類・含有量について、既存文献の

整理を行った。第４章では、小型家電からの有用金属の分離・回収技術について、整理を

行った。また、関東圏域において小型家電リサイクルの重要な分離・回収拠点となりうる

工場２箇所の現地調査を、関東事務所管内の県市関係者等とともに実施した結果をとりま

とめた。 

 第５章では、第１章から第４章までの調査結果を踏まえ、平成 23 年度に整理した「関東

圏域等における地域循環圏構築推進に係る地域計画案」について、地域循環圏形成推進ガ

イドラインの内容を踏まえつつ、小型家電リサイクルに係る記載を充実させた。 

 本調査報告書が、今後の関東圏域における地域循環圏構築に役立てば幸甚である。 

 なお、本報告書の作成にあたり、独立行政法人国立環境研究所循環型社会・廃棄物研究

センター循環技術システム研究室特別研究員 稲葉陸太氏、早稲田大学理工学術院教授 

大和田秀二氏、東京大学大学院工学系研究科准教授 村上進亮氏から貴重なご意見、ご助

言をいただいた。この場を借りて、厚く御礼申し上げます。 

 

平成 25 年３月 

三菱 UFJ リサーチ＆コンサルティング株式会社 
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